〇岩手県花巻 (はなまき)市 ぶどう(施設) 
　佐藤 (さとう) 秀明 (ひであき)(69歳)・佐藤 (さとう) 徹 (とおる)(38歳)・｢紅伊豆｣、｢シャインマスカット｣など大粒種のぶどうをバランスよく栽培、作期分散を図り、高品質・高単収を実現。
・高品質果実を高単価販売するため、果粒肥大を促し外観を美しくするよう通常の摘粒に加え収穫直前まで見直し摘粒を行い、生食用ぶどうの商品性を向上。
・大粒の枝付きドライ加工法を確立、商品名や「生レーズン」の標準文字などを商標登録し、高級感ある加工品の販売を独自に展開。

１　経営の概要
・秀明氏は昭和55年に花巻農業高等学校を卒業後、父親から露地ぶどう60aと稲作260aの複合経営を引き継ぎ、昭和60年代から露地ぶどうの規模拡大を本格的に進め、平成3年には雨よけ施設40aを導入、現在、各種の大粒種等のぶどう180ａを栽培。
・有志と「矢沢大粒種研究会」を設立して大粒種栽培に係る意見交換や技術研鑽に励み、国内有数の「紅伊豆」の産地を確立、｢農の匠｣として地域で技術指導。
・平成23年から長男の徹氏が大粒ぶどうの枝付きドライ加工法を確立、商品や自作園地ロゴなどを商標登録して知的財産を保護、平成30年には徹氏が経営継承。
・労働力は親子2名、常雇１名、臨雇6名で、早生種から晩生種まで品種をバランス良く植栽、販売面では農協系統出荷が20％、直接販売や直売所等の自家販売が70％。

２　経営的特色
・各園地は自宅近隣に集中しており、かつバランス良い品種構成により作期を分散、雨よけ施設の面積拡大による適期作業を通じて、省力化を図りつつ、収穫期間の長期化と高品質果実の生産を実現。
・高品質なものを高単価で販売するため、外観と食味を重視し生食用・加工品ともに高付加価値化し、県内外に多くの固定客と販売先を確保。
・高級加工品として開発した生食用ぶどうのみを使用した最上級ぶどうジュース「Blessing of the Moon」は、フードアクションニッポンアワード100選に選ばれ、また、一房丸ごと乾燥させた枝付き干しぶどう「Amulet of the sun太陽の生レーズン」は、伊勢志摩サミットで提供されるなど国内外で高く評価。

３　技術的特色
・毎年、経営規模の約10%を改植し、園地を更新し樹齢20年以内に改植することで生産量を一定以上に維持。
・シャインマスカットの整枝剪定において、長梢剪定による作業の効率化、短梢剪定による当年の糖度上昇と貯蔵養分の充実を促進。
・一枝一房を意識した摘房により着果肥大と高糖度を目指すほか、平成31年に導入したかん水設備による定期的なかん水により裂果発生を防止。

４　その他の特記事項
・全国有数の「紅伊豆」の産地形成や｢紅伊豆｣、｢シャインマスカット｣、｢ロザリオビアンコ｣の大粒3品種を宮沢賢治にちなんだ｢イーハブドリ｣ ブランドとして確立。
・徹氏は、地域から有望な若手農業者として信頼され、新規就農者の栽培技術指導や雨よけ施設建設等の伴走支援を積極的に行うなど担い手確保に大きく貢献。
